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はじめに

神奈川大学非文字資料研究センター災害班では、発足

以来3ヵ年にわたり、関東大震災の資料を調査してま

いりました。その成果の披露を兼ねて、今回、展示と公

開研究会、それに続くワークショップを開催いたしまし

た。　

ご存知のように、1923年 9月 1日に起きた関東大

震災では死者10万 5千人という犠牲を出しましたが、

このことを永久に記憶しておこうと当時の東京市長らは

犠牲者の慰霊と震災の教訓を後世に残すためのシンボル

となる建物を発案し、民間から寄付を募り、「震災記念堂」

（1930年竣工、現在の東京都慰霊堂）と震災記念物を

展示するための「復興記念館」（1931年竣工）が建設

されました。そして、ここに復興事業を推進した東京市、

東京府、内務省社会局などの復興に関する資料や市民か

ら集めた震災記念物を展示しました。しかしながら、震

災から今にいたる間には、戦前「復興記念館」は一時病

院として使われ、戦後はGHQによって接収されるなど、

必ずしも造られた時の志が市民の間に発信し続けられた

わけではありませんでした。

非文字資料研究センター災害班では、21世紀COE

プログラム事業のなかで行った2006年度からの慰霊

堂資料調査に引き続き、これまで学術調査が行われてこ

なかった関東大震災関連の資料を東京都の了解を経て調

査を続けてまいりました。その結果、一巻の絵巻の「発

見」がわたしたちに新しい課題と研究へのさらなる期待

を与えてくれました。その絵巻とは萱原黄丘作「東都大

震災過眼録」でした。この絵巻が見出された当時は傷み

がひどく、しかもどういう経過を経てここに収蔵されて

いるのかもわかりませんでした。私どもの調査の結果、

この作者は、震災当時日本画家の山内多門邸に寄宿して

画業の修行をしていた27歳の青年で、初期の雅号を「白

洞」と名乗る人物であることがわかりました。

東京都はこの絵巻を修復し、2010年 9月 1日の震

災大法要の前後約1ヶ月間に一般公開することを決め

ました。震災関係の収蔵資料を修復して一般公開すると

いうことはこれまでは考えられなかったことでしたから、

わたしたちの調査が「復興記念館」においても新しい動

きを導き出したものと考えています。こうした取り組み

は今後も継続されることでしょう。

さて、以下では、この非文字資料研究センターの本企

画の3本の柱、展示、公開研究会、ワークショップの

意図や経過、成果などについてお話します。

１．�公開展示「関東大震災を描く― 絵巻・
漫画・子どもの絵 ―」の企画

慰霊堂収蔵庫の資料調査で、萱原黄丘作「東都大震災

過眼録」を見出したことはわたしたち調査班に新しい課

題を突きつけました。つまり、作者はどういう人物か、

震災が描かれたもののなかでこの絵巻はどういう位置を

占めるものなのか、作成当時の評価はどういうものであ

ったのかということです。調査の結果、その家族の萱原

家とコンタクトが取れ、この絵の作者はすでに亡くなら

れたが、夫人は存命であること（展示実施の約半年前、

2010年 5月6日にご逝去）、萱原家にこの絵巻と同一

テーマの別の3巻の絵巻が所蔵されていることなどが

わかりました。早速、その絵巻を拝見する機会をいただ

きました。一巻15mもある絵巻3巻に亘って描かれた、

震災発生から被服廠での四十九日法要までの震災ストー

リーは大変衝撃的なものでした。わたしは調査の過程で、

震災の写真や版画、有名な池田遥邨「災禍の跡」の屏風

絵などさまざまなものを見てまいりましたが、約4万

人が焼死したという本所被服廠周辺を対象に、そこで起

きたさまざまな震災の人間ドラマを庶民群像として描い

たものははじめてでした。これは是非とも展示をして、

神奈川大学の学生たちをはじめ、それに一般の方々にも

披露する価値があるものと考え、神奈川大学の大学祭企

画の一環に加わることにしました。この絵巻は2003

年に新大久保にある高麗博物館で展示されたことがある

ということでしたが、展示図録などは発行されていませ

んでした。そのため、今回の展示の目的のひとつとして、

この絵巻を紹介する図録を発行することも大きな課題で

ありました。いろいろな方々の協力を得て、その課題は

十分に果たすことができました。

さて再び展示場に話を戻すと、慰霊堂に残る震災で被

災した子どもたちの絵も、白洞の絵巻に劣らず衝撃的な

体験を率直に語るものとして展示することにしました。

さらに当初から企画の大きな柱として考えていたのは、

震災体験を経て自分は生まれ変わった、つまり、自分の

画家としての生まれ年は震災の年といって憚らなかった

画家にして漫画家の柳瀬正夢（1900～ 1945）の作品

も展示に加えることでした。この人物についてはすでに

柳瀬の絵画を所蔵する武蔵野美術大学で展覧会が開催さ

れていましたので、ここでは柳瀬やその同時代の竹久夢

二など当時の漫画家について30年来関係資料を収集さ

れて来られた片倉義夫氏のコレクションの力をお借りす

ることにし、また、柳瀬の評伝を執筆した作家の井出孫

　　　　　　　　　　　　2010 年度

非文字資料研究センター　第 1 回公開研究会

関東大震災を描く
 －絵巻・漫画・子どもの絵－ 

日　　　時：2010 年 10月 30日（土）10:30 ～ 16:30

会　　　場：神奈川大学　横浜キャンパス　23号館 203教室

開 会 挨 拶：橘川　俊忠（非文字資料研究センター副センター長）

報　　　告：�高野　宏康（非文字資料研究センター研究協力者）

	 北原　糸子（非文字資料研究センター研究員）

パネリスト：�井出　孫六（作家）

� 片倉　義夫（漫画資料室MORI 主宰）

� 新井　勝絋（専修大学教授）

� 及部　克人（武蔵野美術大学名誉教授）

司　　　会：�北原　糸子

　　　　　　　　　　　2010 年度

非文字資料研究センター　第１回公開展示および公開ワークショップ

公開展示
　『関東大震災を描く―絵巻・漫画・子どもの絵―』

期　　　間：2010 年 10月 22日（金）～ 11月 1日（月）

会　　　場：�神奈川大学　横浜キャンパス　常民参考室

（3号館 1階）

公開ワークショップ
　関東大震災の布絵づくり

日　　　時：2010 年 10月 31日（日）10:30 ～ 17:00

会　　　場：�神奈川大学　横浜キャンパス　常民参考室

（3号館 1階）




